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収
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梨
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定
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県
屋
外
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物
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許
可
地
域
の
指
定
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一
部

○
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二
六
一

○
土
砂
災
害
警
戒
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域
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び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
一

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
三

公
　
　
　
告

○
国
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の
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証
…
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…
二
六
五

○
経
営
規
模
等
評
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の
申
請
並
び
に
総
合
評
定
値
の
請
求
の
時
期
及
び
方
法
等
…
…
…
…
…
…
二
六
五

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
七

そ
　
の
　
他

○
山
梨
県
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
八

正
　
　
　
誤

○
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
付
号
外
第
二
十
九
号
中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
八

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
指
定
代
理
納
付
者
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
代
理
納
付
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

ヤ
フ
ー
株
式
会
社

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七
番
一
号

二
　
指
定
代
理
納
付
者
に
代
理
納
付
さ
せ
る
歳
入

寄
附
金
歳
入
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

三
　
指
定
代
理
納
付
者
が
代
理
納
付
の
対
象
と
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
種
類

次
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ａ
ｒ
ｄ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｊ
Ｃ
Ｂ

四
　
指
定
代
理
納
付
者
に
代
理
納
付
さ
せ
る
期
間

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
一
号

山
梨
県
土
地
利
用
基
本
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十

二
号
）
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
変
更
に
係
る
事
項

山
梨
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
森
林
地
域
の
変
更

二
　
変
更
内
容

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
企
画
県
民
部
企
画
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
五
五

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
三
年

三
月
三
十
一
日

第
二
千
百
二
十
三
号

木　曜　日



山
梨
県
告
示
第
百
七
十
二
号

山
梨
県
県
税
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
又
は
条
例
に
定
め

る
申
告
、
申
請
、
請
求
そ
の
他
書
類
の
提
出
（
不
服
申
立
て
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）
又
は
納
付
若

し
く
は
納
入
に
関
す
る
期
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
地
域
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
事
業

所
を
有
す
る
者
に
係
る
も
の
で
、
そ
の
期
限
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
以
降
に
到
来
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
期
限
を
別
に
告
示
で
定
め
る
期
日
ま
で
延
長
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

指
　
　
　
定
　
　
　
地
　
　
　
域

青
　
　
森
　
　
県

岩
　
　
手
　
　
県

宮
　
　
城
　
　
県

福
　
　
島
　
　
県

茨
　
　
城
　
　
県

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
三
号

山
梨
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
九
号
）
に
基
づ
き
、
次
の
山
梨
県
知
事
印
を

作
成
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
そ
の
使
用
を
開
始
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
知
事
印
（
十
一
）（
リ
ニ
ア
推
進
課
用
）

印
影

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
四
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

山
梨
市
立
牧
丘
病
院

山
梨
市
牧
丘
町
窪
平
三
百
二
番
地
二

二
　
認
定
期
間

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
五
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

中
央
市
下
河
東
千
百
十
番
地

二
　
認
定
期
間

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
六
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

都
留
市
立
病
院

都
留
市
つ
る
五
丁
目
一
番
五
十
五
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
五
六



二
　
認
定
期
間

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
七
号

山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
諸
収
入
条
例
別
表
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
定
め
る
額
（
昭
和
六
十
一
年

山
梨
県
告
示
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

１
の
表
そ
の
他
の
機
械
器
具
又
は
設
備
の
項
を
削
る
。

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
八
号

山
梨
県
農
作
物
奨
励
品
種
の
指
定
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

「

「

早
　
生
　
中
間
地
帯
及
び
高
冷
地
帯
に
適
　
　
　
　
　
　
　

一
の
表
中
　
　
美
山
錦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
夢
山

穂
重
型
　
す
る
。

」

「

同
　
　
　
　
　
　
同

中
　
生

水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
間
地
帯
に
適
す
る
。

に
、

穂
重
型

」

特
定
品
種
　
　
　
同

晩
　
生

タ
マ
ホ
マ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
平
坦
地
帯
に
適
す
る
。

「

中
間
型

を
　
　
同

早
　
生
　
中
間
地
帯
及
び
高
冷
地
帯
に
適

エ
ン
レ
イ

中
間
型
　
す
る
。

」

晩
　
生

同
　
　
　
　
タ
マ
ホ
マ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
平
坦
地
帯
に
適
す
る
。

に
改
め
る
。

中
間
型

」

「

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
巨
峰
　
　
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
八
月
下
旬

二
の
表
中

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
ピ
オ
ー
ネ
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
八
月
下
旬
・
九
月

「

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ー
ト
　
　
早
生
種
、
熟
期
八
月
上
・
中
旬

同
　
　
　
　
同

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
　
中
生
種
、
熟
期
八
月
下
旬

ト

を

上
旬

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
巨
峰

中
生
種
、
熟
期
八
月
下
旬

」

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
ピ
オ
ー
ネ
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
八
月
下
旬
・
九

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
サ
ニ
ー
ド
ル
チ
ェ
　
　
中
生
種
、
熟
期
八
月
下
旬
・
九

「

に
、

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
嶺
鳳
　
　
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
七
月
下
旬

月
上
旬

月
上
旬

」

「

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
嶺
鳳
　
　
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
七
月
下

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
五
七



・
八
月
上
旬
　
　
　
を

」

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
な
つ
っ
こ
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
八
月
上

旬
・
八
月
上
旬
　
　
　
　
　
「

に
、

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
ゆ
う
ぞ
ら
　
　
　
　
　
晩
生
種
、
熟
期
八

旬

」

「

月
中
・
下
旬
　
　
　
　
　
　
を
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
幸
茜
　
　
　
　
　
　
　
極
晩
生
種
、
熟

」

「

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
西
野
白
桃
　
　
　
　
　
中
生
種
、

期
八
月
下
旬
・
九
月
上
旬
　
　
に
、

」

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
な
つ
っ
こ
　
　
　
　
　
中
生
種
、

熟
期
七
月
下
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

を
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
西
野
白
桃
　
　
　
　
　
中
生
種

熟
期
八
月
上
旬

」

「

、
熟
期
七
月
下
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
み
さ
か
っ
娘
　
　
　
　
晩

」

「

同
　
　
　
同
　
　
　
　
　
ゆ
う
ぞ
ら

生
種
、
熟
期
八
月
下
旬
・
九
月
上
旬
　
　
　
を
　
　
同
　
　
　
同
　
　
　
　
　
み
さ
か
っ
娘

」

同
　
　
　
同
　
　
　
　
　
さ
く
ら

晩
生
種
、
熟
期
八
月
中
・
下
旬

「

晩
生
種
、
熟
期
八
月
下
旬
・
九
月
上
旬
　
　
　
に
、

同
　
　
　
　
特
定
品
種
　
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ

極
晩
生
種
、
熟
期
九
月
上
旬

」

「

同
　
　
　
　
特
定
品
種
　
菅
野
中
生

中
生
種
、
熟
期
七
月
中
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ

「

同
　
　
　
　
特
定
品
種
　
香
夏
錦

中
生
種
、
熟
期
七
月
上
・
中
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
紅
秀
峰

に
、

中
生
種
、
熟
期
七
月
中
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
さ
お
り

」

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
ナ
ポ
レ
オ

早
生
種
、
熟
期
六
月
上
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
紅
秀
峰

中
生
種
、
熟
期
六
月
中
旬

を
　
　
同
　
　
　
　
特
定
品
種
　
香
夏
錦

晩
生
種
、
熟
期
六
月
中
旬

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
さ
お
り

ン
　
　
　
　
晩
生
種
、
熟
期
六
月
中
・
下
旬

」

中
生
種
、
熟
期
六
月
中
旬

「

早
生
種
、
熟
期
六
月
上
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

同
　
　
　
　
同
　
　
　
　
平

晩
生
種
、
熟
期
六
月
中
旬

」

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
五
八



「

同
　
　
　
　
同

核
無
　
　
　
　
　
　
早
生
種
、
熟
期
十
月
上
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

同
　
　
　
　
同

平
核
無
　
　
　
　
　
　
早
生
種
、
熟
期
十
月
上
旬

に
改
め
る
。

太
秋
　
　
　
　
　
　
　
晩
生
種
、
熟
期
十
一
月
上
旬

」

「

「

三
の
表
中
　
　
３
２
Ｋ
６
１
　
　
　
　
中
　
生
　
県
下
一
円
に
適
す
る
　
　
　
　
　
　
を
　
　
Ｋ
Ｄ

」

平
坦
地
帯
及
び
中
間
地
帯
に
適

６
７
０
　
　
　
　
中
　
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

す
る
。

」

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
八
ヶ
岳
東
部
地
区
五
町
田
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、

次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
縦
覧
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

北
杜
市
役
所

四
　
異
議
申
立
期
間

平
成
二
十
三
年
五
月
二
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
号

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
平
成
三
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
五
号
）
第
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
区
域
を
指
定
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

平
成
二
十
三
年
南
ア
ル
プ
ス
市
告
示
第
八
号
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
市
景
観
計
画
に
お
い

て
、
田
園
居
住
地
域
と
し
て
区
分
さ
れ
た
区
域

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
一
号

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
（
平
成
四
年
山
梨
県
告

示
第
百
十
五
号
の
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
の
（三）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１８

県
道
富
士
河
口
湖
笛
吹
線
の
う
ち
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
字
大
石
字
湖
中
二
五
八
五

番
の
二
〇
〇
地
先
か
ら
同
町
大
字
大
石
字
大
法
螺
山
二
七
七
四
番
の
六
二
地
先
ま
で
の
区
間

の
用
地
及
び
そ
の
用
地
の
両
側
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

１９

一
般
国
道
百
三
十
七
号
の
う
ち
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
大
字
河
口
字
湖
辺
官
有
無
番
地

先
か
ら
同
町
大
字
河
口
字
御
坂
山
二
四
九
一
番
の
一
地
先
ま
で
の
区
間
の
用
地
及
び
そ
の
用

地
の
両
側
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

２０

県
道
北
杜
八
ヶ
岳
公
園
線
の
う
ち
北
杜
市
高
根
町
東
井
出
字
上
手
原
四
九
八
六
番
の
一
四
　

二
〇
地
先
か
ら
同
市
高
根
町
清
里
三
五
四
五
番
の
一
地
先
ま
で
の
区
間
の
用
地
及
び
そ
の
用

地
の
両
側
二
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
五
九



二
　
路
　
線
　
名
　
天
神
平
甲
府
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
府
市
下
帯
那
町
字
椚
田
一
〇
八
九
番
の
一
地
先

旧

一
〇
・
五
〜

三
一
・
〇

か
ら

一
二
・
四

甲
府
市
下
帯
那
町
字
椚
田
一
〇
八
四
番
の
一
地
先

ま
で

新

九
・
五
〜

三
一
・
〇

九
・
七

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
吉
田
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
四
一
三
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
向
切
詰
五
〇
八
番
の

旧

一
〇
・
五
〜

五
五
・
〇

八
一
九
地
先
か
ら

一
〇
・
七

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
向
切
詰
五
〇
八
番
の

二
七
六
地
先
ま
で

新

一
一
・
〇
〜

五
五
・
〇

一
一
・
二

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
遅
沢
静
川
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
志
坊
一
九
〇
三
番
の
一

旧

八
・
一
〜

五
六
・
〇

地
先
か
ら

一
八
・
六

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
志
坊
一
八
九
七
番
の
一

地
先
ま
で

新

九
・
一
〜

五
六
・
〇

一
九
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
四
一
一
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
古
阿
弥
一
九
九
二
番
の
五

旧

一
三
・
三
〜

七
・
〇

地
先
か
ら

一
三
・
三

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
古
阿
弥
一
九
九
二
番
の
二

地
先
ま
で

新

二
五
・
二
〜

七
・
〇

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
〇



三
三
・
九

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
四
日
市
場
上
野
原
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

上
野
原
市
秋
山
字
光
満
坊
九
五
六
八
番
の
一
地
先

旧

八
・
〇
〜

一
八
三
・
〇

か
ら

一
二
・
六

上
野
原
市
秋
山
字
板
崎
居
海
戸
九
五
一
〇
番
地
先

ま
で

新

九
・
二
〜

一
八
三
・
〇

二
五
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

四
一
一
号

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

一
三
〇
〇
・
〇
平
成
二
十
三

道

八
三
番
の
二
地
先
か
ら

年
三
月
三
十

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

一
日

八
三
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
八
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、

山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

標
柱
番
号

郡
　
　
市

町
　
村

大
　
　
字

字

地
　
　
番

鳥
沢
Ⅱ
の
３

一

大
月
市

富
浜
町
鳥

舟
ヶ
本

二
四
一
番

沢

二

同

同

人
倉

三
〇
二
番

三

同

同

同

三
〇
一
番
一

四

同

同

同

三
〇
〇
番
三

五

同

同

同

二
九
八
番
一

六

同

同

同

二
九
六
番

七

同

同

舟
ヶ
本

二
二
九
番

山
梨
県
告
示
第
百
八
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
一

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
七
号
ま
で
の
標
柱

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
七
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域



第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

現
象
の
種
類

鳴
沢
村

鳴
沢
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

西
原
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
の
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
の
４

急
傾
斜
地
の
崩
壊

富
士
桜
高
原
別
荘
地

急
傾
斜
地
の
崩
壊

Ⅱ富
士
桜
高
原
別
荘
地

急
傾
斜
地
の
崩
壊

富
士
桜
高
原
別
荘
地

急
傾
斜
地
の
崩
壊

の
２

鳴
沢
沢
の
９
―
２

土
石
流

鳴
沢
沢
の
８

土
石
流

鳴
沢
沢

土
石
流

鳴
沢
沢
の
５

土
石
流

鳴
沢
沢
の
４

土
石
流

鳴
沢
沢
の
３

土
石
流

鳴
沢
沢
の
１

土
石
流

西
原
沢

土
石
流

水
木
草
里
沢

土
石
流

水
上
西
原
―
１

土
石
流

水
上
西
原
―
２

土
石
流

二
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

現
象
の
種
類

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

鳴
沢
村

鳴
沢
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

西
原
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
の
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
原
Ⅱ
の
４

急
傾
斜
地
の
崩
壊

鳴
沢
沢
の
９
―
２

土
石
流

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
二



鳴
沢
沢
の
８

土
石
流

鳴
沢
沢

土
石
流

鳴
沢
沢
の
５

土
石
流

鳴
沢
沢
の
４

土
石
流

鳴
沢
沢
の
３

土
石
流

西
原
沢

土
石
流

水
木
草
里
沢

土
石
流

水
上
西
原
―
１

土
石
流

水
上
西
原
―
２

土
石
流

山
梨
県
告
示
第
百
九
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

現
象
の
種
類

富
士
河
口
湖
町

西
湖
西
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

西
湖
西
の
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
湖
西
の
４

急
傾
斜
地
の
崩
壊

二
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

現
象
の
種
類

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

富
士
河
口
湖
町

西
湖
西
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

西
湖
西
の
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
湖
西
の
４

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
梨
県
告
示
第
百
九
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

忍
野
村

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
忍
野
村
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
七
十
二
号
の
三
、
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
一

号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
六
十
九
号
、
平
成
三
年
山
梨
県
告
示
第
十
一
号
、
平
成
八
年
山
梨

県
告
示
第
二
百
二
十
九
号
及
び
平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号
の
事
業
地
に
、
忍
野

村
大
字
忍
草
字
土
手
上
及
び
字
山
尾
田
陰
の
各
一
部
を
加
え
、
同
事
業
地
の
う
ち
忍
野
村
大
字
内

野
字
隠
畑
並
び
に
忍
野
村
大
字
忍
草
字
角
原
、
字
高
芳
、
字
奥
割
、
字
土
手
下
、
字
阿
原
端
、
字

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
三



腰
巻
、
字
上
屋
敷
、
字
臼
久
保
、
字
鐘
山
及
び
字
奥
山
尾
田
の
各
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更

す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
九
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

富
士
河
口
湖
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
富
士
河
口
湖
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
一
号
、
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号
、

昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号
、昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号
、

昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
一
号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
四
十
七
号
、
平
成
元

年
山
梨
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号
、
平
成
二
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号
、
平
成
八
年
山
梨

県
告
示
第
二
百
二
十
七
号
、
平
成
八
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号
、
平
成
九
年
山
梨
県
告
示

第
三
十
一
号
、
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
二
号
、
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十

四
号
、
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
八
号
、
平
成
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
十
二
号
、

平
成
十
八
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号
及
び
平
成
二
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
百
三
十
二
号
の

事
業
地
に
、
富
士
河
口
湖
町
大
字
小
立
字
東
木
舟
、
字
下
沢
間
、
字
東
京
良
原
及
び
字
箕
輪
並
び

に
大
字
大
石
字
奥
、
字
下
ノ
奥
、
字
奥
川
向
、
字
鉢
窪
山
、
字
江
木
林
山
、
字
上
ノ
大
久
保
及
び

字
江
木
林
並
び
に
大
字
河
口
字
加
藤
山
、
字
大
川
端
、
字
金
山
、
字
渕
の
前
及
び
字
小
嶋
並
び
に

大
字
西
湖
字
浅
原
を
加
え
、
大
字
河
口
字
梢
山
並
び
に
大
字
西
湖
字
富
士
崎
を
削
り
、
大
字
船
津

字
水
川
戸
、
字
笹
平
、
字
奥
馬
込
、
字
八
本
木
、
字
東
恋
路
、
字
箕
輪
、
字
大
池
、
字
西
川
、
字

宮
ノ
森
及
び
字
中
村
並
び
に
大
字
浅
川
字
平
浜
、
字
高
石
、
字
宮
ノ
辺
及
び
字
片
浜
並
び
に
大
字

小
立
字
生
木
塚
、
字
入
江
、
字
久
保
、
字
林
、
字
京
塚
、
字
上
中
道
、
字
下
中
道
、
字
大
久
根
、

字
呉
井
塚
及
び
字
鼻
曲
石
並
び
に
大
字
大
石
字
中
沢
、
字
馬
乗
石
、
字
馬
乗
石
山
、
字
長
崎
、
字

戸
沢
山
、
字
戸
沢
、
字
魚
釣
戸
、
字
苧
剥
戸
、
字
湖
中
及
び
字
上
ノ
峯
山
並
び
に
大
字
河
口
字
産

屋
ヶ
崎
、
字
清
水
、
字
湖
辺
、
字
鯉
ノ
水
、
字
井
坪
、
字
炭
焼
、
字
塚
越
、
字
尾
羽
根
、
字
東
下

側
、
字
西
下
側
、
字
日
影
、
字
小
田
野
、
字
西
原
道
上
、
字
西
原
道
下
、
字
水
口
、
字
広
瀬
及
び

字
城
古
山
並
び
に
大
字
勝
山
字
入
海
、
字
下
寄
ヶ
崎
、
字
中
素
、
字
川
渡
及
び
字
里
宮
並
び
に
大

字
長
浜
字
宮
ノ
上
、
字
西
ノ
峯
、
字
室
沢
、
字
上
条
、
字
大
正
山
、
字
居
口
、
字
小
宮
入
、
字
小

宮
、
字
中
丸
、
字
大
輪
、
字
的
場
、
字
東
川
戸
、
字
中
村
、
字
浜
端
、
字
下
条
、
字
口
谷
、
字
平

浜
、
字
見
附
、
字
足
和
田
、
字
上
足
和
田
、
字
天
神
下
及
び
字
一
ノ
瀬
笠
石
並
び
に
大
字
西
湖
字

釜
部
、
字
青
木
ヶ
原
、
字
根
場
、
字
山
際
、
字
波
倉
、
字
谷
倉
、
字
雪
頭
ヶ
嶽
、
字
西
ノ
越
、
字

桑
留
尾
浜
、
字
白
根
、
字
西
村
、
字
前
浜
、
字
中
川
原
、
字
矢
羽
根
、
字
峯
、
字
東
村
、
字
向
浜
、

字
津
原
、
字
満
留
尾
及
び
字
大
輪
山
並
び
に
大
字
大
嵐
字
北
開
土
、
字
西
開
土
、
字
南
開
土
、
字

西
比
良
、
字
上
栃
久
保
、
字
栃
久
保
、
字
小
田
和
道
上
、
字
中
小
田
和
及
び
字
南
小
田
和
の
各
地

内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
九
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
施
行
者
の
名
称

山
中
湖
村

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

富
士
北
麓
都
市
計
画
下
水
道
事
業
山
中
湖
村
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
七
十
二
号
の
二
、
昭
和
六
十
年
山
梨
県
告
示
第
八
十
八
号
、
平

成
三
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
十
八
号
、
平
成
八
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
四
号
、
平
成
十
八
年
山

梨
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号
及
び
平
成
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
百
五
十
八
号
の
事
業
地
の
う
ち
山

中
湖
村
大
字
山
中
字
重
良
渕
及
び
字
藪
木
の
各
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
四



２
　
使
用
の
部
分

な
し

公
　
　
　
告

'

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

山
梨
市
及
び
身
延
町

二
　
調
査
を
行
っ
た
時
期

山
梨
市
　
平
成
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
三
年
三
月
七
日
ま
で
及
び
平
成
十
四
年
九
月
一

日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日
ま
で

身
延
町
　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日
ま
で

三
　
成
果
の
名
称

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

三
　
調
査
を
行
っ
た
地
域

山
梨
市
三
富
川
浦
の
一
部

身
延
町
大
字
波
高
島
の
一
部
及
び
大
字
上
之
平
の
一
部

五
　
認
証
年
月
日

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
四
日

'

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
並
び
に
総
合
評
定
値
の
請
求
の
時
期
及
び
方
法
等

建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令
第
十
四
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）
第
十
九

条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
う
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）
第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
並
び
に
法
第
二

十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
総
合
評
定
値
の
請
求
の
時
期
及
び
方
法
等
を
次
の
と
お
り
定

め
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

第
一
　
申
請
の
時
期
及
び
方
法

一
　
申
請
時
期

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
及
び
経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
と
総
合
評
定
値

の
請
求
を
同
時
に
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
同
時
申
請
者
等
」
と
い
う
。）
の
申
請
時
期
は
、

知
事
が
経
営
規
模
等
評
価
受
付
票
（
以
下
「
受
付
票
」
と
い
う
。）
に
よ
り
指
定
し
た
日
時
と
し
、

総
合
評
定
値
の
請
求
の
み
を
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
別
途
請
求
者
」
と
い
う
。）
の
申
請

時
期
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
間
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
日
並
び
に
一
月

二
日
及
び
三
日
を
除
く
。
第
六
に
お
い
て
「
通
常
の
業
務
日
」
と
い
う
。）
と
す
る
。

二
　
申
請
方
法

１
　
同
時
申
請
者
等
の
申
請
方
法

（一）

同
時
申
請
者
等
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
書
類
を
提
出

し
た
後
に
、
申
請
日
時
等
の
指
定
が
あ
る
受
付
票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
。

（二）

（一）
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
法
第
三
条
に
基
づ
く
建
設
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
、
当
該

許
可
後
の
事
業
年
度
終
了
の
日
よ
り
前
の
日
に
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
許
可
後

速
や
か
に
、
申
請
日
時
等
の
指
定
が
あ
る
受
付
票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
。

（三）

同
時
申
請
者
等
は
、
受
付
票
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
場
所
に
そ
の
受
付
票
及
び
申
請
に
必
要

な
書
類
を
持
参
す
る
こ
と
。

２
　
別
途
請
求
者
の
申
請
方
法

別
途
請
求
者
は
、
法
第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
請

書
を
提
出
し
た
後
に
、
県
土
整
備
総
務
課
建
設
業
対
策
室
に
請
求
に
必
要
な
書
類
を
持
参
す
る

こ
と
。

第
二
　
申
請
に
必
要
な
書
類

一
　
申
請
書
及
び
添
付
書
類

１
　
規
則
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
十
一
に
よ
る
経
営
規
模
等
評
価
申
請
書
及
び
総
合
評
定
値
請

求
書
（
別
途
請
求
者
に
あ
っ
て
は
総
合
評
定
値
請
求
書
に
限
る
。）

２
　
規
則
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
工
事
経
歴
書
（
経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
を
す
る
場
合
に
限

る
。）

３
　
規
則
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
十
に
よ
る
経
営
状
況
分
析
結
果
通
知
書
（
総
合
評
定
値
の
請

求
を
す
る
場
合
に
限
る
。）

４
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
求
め
る
次
に
掲
げ
る
書
類

（一）

同
時
申
請
者
等
の
提
出
書
類

審
査
手
数
料
収
入
証
紙
貼
付
書

審
査
基
準
日
に
お
け
る
在
籍
状
況
を
示
す
継
続
雇
用
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
技
術
職

員
名
簿
（
様
式
第
三
号
）

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
五



審
査
基
準
日
の
翌
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
発
行
さ
れ
た
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
適
用
確
認

書
審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
建
設
業
国
民
健
康
保
険
加
入
及
び
事
業
所
証
明

書
審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
加
入
・
履
行
証
明
書

審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
退
職
一
時
金
制
度
加
入
証
明
書
（
退
職
一
時
金

に
つ
い
て
定
め
が
あ
る
労
働
基
準
監
督
署
の
受
付
印
の
あ
る
就
業
規
則
を
提
示
す
る
場
合
を

除
く
。）

審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
企
業
年
金
制
度
加
入
証
明
書

審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
法
定
外
労
働
災
害
補
償
制
度
加
入
証
明
書

審
査
基
準
日
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
等
と
締
結
し
て
い
る
防
災
協
定
書
の
写
し
又
は
所

属
団
体
が
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
団
体
の
発
行
す
る
証
明
書

当
該
事
業
年
度
の
有
価
証
券
報
告
書
の
写
し
、
監
査
報
告
書
の
写
し
、
会
計
参
与
報
告
書

の
写
し
又
は
経
理
処
理
を
適
正
に
確
認
し
た
書
類

審
査
基
準
日
に
お
け
る
保
有
状
況
を
示
す
建
設
機
械
保
有
状
況
確
認
願
（
建
設
業
対
策
室

の
確
認
印
の
押
印
が
あ
る
も
の
）

審
査
基
準
日
に
お
け
る
登
録
状
況
を
示
す
国
際
標
準
化
機
構
第
九
〇
〇
一
号
登
録
証
明
書

の
写
し

審
査
基
準
日
に
お
け
る
登
録
状
況
を
示
す
国
際
標
準
化
機
構
第
一
四
〇
〇
一
号
登
録
証
明

書
の
写
し

審
査
対
象
事
業
年
度
の
消
費
税
納
税
証
明
書
（
そ
の
一
）

（二）

別
途
請
求
者
の
提
出
書
類

審
査
手
数
料
収
入
証
紙
貼
付
書

二
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
示
を
求
め
る
次
に
掲
げ
る
書
類

１
　
同
時
申
請
者
等
の
提
示
書
類

申
請
時
点
で
有
効
な
建
設
業
許
可
通
知
書
及
び
そ
の
許
可
に
係
る
申
請
書
の
副
本

法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
、
又
は
提
出
し
た
変
更
届
出
書
又
は
書
面
（
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
書
類
を
除
く
。
建
設
業
許
可
に
係
る
各
種
変
更
届
の
副
本
）

申
請
日
の
直
前
に
提
出
し
た
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
（
決
算
終
了
後
の
変
更

届
出
書
）
の
副
本

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
廃
業
等
の
届
出
書

規
則
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
十
に
よ
る
経
営
状
況
分
析
結
果
通
知
書
（
経
営
規
模
等
評
価

の
申
請
の
み
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。）

前
回
の
経
営
規
模
等
評
価
申
請
書
の
副
本

審
査
対
象
事
業
年
度
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
控
え

審
査
対
象
事
業
年
度
の
消
費
税
確
定
申
告
書
控
え

審
査
基
準
日
に
お
け
る
給
料
の
支
払
状
況
を
示
す
所
得
税
源
泉
徴
収
簿
及
び
そ
の
前
年
の
所

得
税
源
泉
徴
収
簿

工
事
経
歴
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
工
事
の
う
ち
審
査
対
象
業
種
ご
と
の
工
事
（
以
下
「
審
査

対
象
業
種
工
事
」
と
い
う
。）
に
係
る
工
事
請
負
契
約
書
又
は
下
請
基
本
契
約
書
、
注
文
書
及

び
請
書
の
写
し

審
査
対
象
業
種
工
事
に
係
る
コ
リ
ン
ズ
登
録
内
容
確
認
書
竣
工
登
録

審
査
対
象
業
種
工
事
に
係
る
施
工
体
制
台
帳
及
び
施
工
体
系
図

審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
労
働
災
害
保
険
申
告
書

審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
雇
用
保
険
申
告
書

審
査
基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
標
準
報
酬

決
定
通
知
書
、
資
格
取
得
及
び
資
格
喪
失
決
定
通
知
書

年
金
事
務
所
の
受
付
印
の
あ
る
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
及
び
喪
失

確
認
通
知
書

退
職
一
時
金
に
つ
い
て
定
め
が
あ
る
労
働
基
準
監
督
署
の
受
付
印
の
あ
る
就
業
規
則
（
審
査

基
準
日
に
お
け
る
加
入
状
況
を
示
す
退
職
一
時
金
制
度
加
入
証
明
書
を
提
出
す
る
場
合
を
除
く
。）

技
術
職
員
の
健
康
保
険
証
の
写
し

監
理
技
術
者
資
格
者
証
の
写
し
及
び
監
理
技
術
者
講
習
修
了
証
の
写
し

基
幹
技
能
者
講
習
修
了
証
の
写
し

公
認
会
計
士
等
の
合
格
証

２
　
別
途
請
求
者
の
提
示
書
類

第
二
の
一
の
１
の
総
合
評
定
値
請
求
書
と
審
査
基
準
を
同
じ
く
す
る
経
営
規
模
等
評
価
申
請
書

副
本
で
県
土
整
備
総
務
課
建
設
業
対
策
室
の
受
付
印
の
あ
る
も
の

三
　
申
請
書
用
紙
の
取
扱
先

社
団
法
人
山
梨
県
建
設
業
協
会
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
四
番
十
九
号
　
電
話
〇
五
五
ー
二

三
五
ー
四
四
二
一

第
三
　
経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
及
び
総
合
評
定
値
の
請
求
の
手
数
料

一
　
手
数
料

１
　
経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
に
係
る
手
数
料
は
、
八
千
百
円
と
二
千
三
百
円
に
評
価
に
係
る
建

設
業
の
種
類
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額

２
　
総
合
評
定
値
の
請
求
に
係
る
手
数
料
は
、
四
百
円
と
二
百
円
に
通
知
に
係
る
建
設
業
の
種
類

数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
計
額

二
　
納
入
方
法

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
六



審
査
手
数
料
収
入
証
紙
貼
付
書
に
山
梨
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。

第
四
　
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
及
び
総
合
評
定
値
の
通
知

経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
の
通
知
又
は
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
及
び
総
合
評
定
値
の
通
知
は
、

規
則
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
十
二
に
よ
り
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り
通
知
す
る
。

第
五
　
再
審
査

一
　
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
の

通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
限
り
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
知
事
に
提
出
し
て
再
審
査
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
及
び
総
合
評
定
値
を
通
知
し
た

と
き
は
、
再
審
査
の
申
立
に
つ
い
て
も
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
及
び
総
合
評
定
値
を
通
知
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
総
合
評
定
値
の
請
求
に
係
る
手
数
料
は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

１
　
規
則
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
十
一
に
よ
る
経
営
規
模
等
評
価
再
審
査
申
立
書

２
　
再
審
査
の
申
立
に
係
る
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
及
び
総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

３
　
１
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
異
議
の
あ
る
審
査
項
目
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

二
　
経
営
事
項
審
査
の
基
準
そ
の
他
の
評
価
方
法
（
経
営
規
模
等
評
価
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
が

改
正
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
改
正
前
の
評
価
方
法
に
基
づ
く
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
の

通
知
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
改
正
の
日
か
ら
百
二
十
日
以
内
に
限
り
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
知
事
に
提
出
し
て
再
審
査
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果

及
び
総
合
評
定
値
を
通
知
し
た
と
き
は
、
再
審
査
の
申
立
に
つ
い
て
も
経
営
規
模
等
評
価
の
結
果

及
び
総
合
評
定
値
を
通
知
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
総
合
評
定
値
の
請
求
に
係
る
手
数
料

は
、
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

１
　
規
則
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
十
一
に
よ
る
経
営
規
模
等
評
価
再
審
査
申
立
書

２
　
再
審
査
の
申
立
に
係
る
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
及
び
総
合
評
定
値
請
求
書
の
写
し

３
　
１
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
改
正
に
関
わ
る
審
査
項
目
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

第
六
　
そ
の
他

一
　
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
者
で
、
経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
又
は
総
合
評
定
値
の
請
求

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
規
則
第
十
九
条
の
六
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
通
常
の
業
務
日
に
お
い
て
県
土
整
備
総
務
課
建
設
業
対
策
室
に
当
該
申
請
又
は
請
求
に
必

要
な
書
類
を
持
参
す
る
こ
と
。

二
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
土
整
備
総
務
課
建
設
業
対
策
室
（
電
話
〇
五
五
ー
二
二
三
ー
一
八
四
三
）

に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
字
三
百
水
一
一
二
〇
の
三
、
一
一
二
三
の
二
、
一
一
二
三
の
三
、
一
一
二

三
の
四
、
一
一
二
三
の
五
、
一
一
二
三
の
六
、
一
一
二
三
の
七
、
一
一
二
三
の
八
、
一
一
二
三
の
九
、

一
一
二
三
の
一
〇
、
一
一
二
三
の
一
一
、
一
一
二
三
の
一
二
、
一
一
二
三
の
一
三
、
一
一
二
三
の
一

四
、
一
一
二
三
の
一
五
、
一
一
二
三
の
一
六
、
一
一
二
三
の
一
七
、
一
一
三
三
の
四
の
一
部
、
一
一

三
四
、
一
一
三
五
の
二
、
一
一
三
七
の
三
、
一
一
三
八
の
三
の
一
部
、
一
一
三
九
の
三
の
一
部
、
一

一
四
〇
の
三
の
一
部
、
一
一
四
一
の
二
の
一
部
、
一
一
四
二
の
二
の
一
部
、
一
一
四
三
の
二
の
一
部
、

一
一
四
五
の
二
の
一
部
、
一
一
四
七
の
二
、
一
一
四
八
の
三
並
び
に
上
ノ
山
字
寺
平
二
九
五
四
の
四

二
九
五
四
の
五
、
二
九
五
四
の
六
、
二
九
五
四
の
九
、
二
九
五
五
の
二
、
二
九
五
五
の
四
の
一
部
、

二
九
五
五
の
五
、
二
九
五
六
の
二
、
二
九
五
六
の
三
の
一
部
、
二
九
五
六
の
四
の
一
部
、
二
九
五
六

の
五
、
二
九
五
七
の
三
の
一
部
、
二
九
六
一
の
二
の
一
部
、
二
九
六
二
の
二
の
一
部
、
二
九
九
四
の

三
、
二
九
九
四
の
五
、
二
九
九
四
の
七
、
二
九
九
五
の
三
、
二
九
九
五
の
六
、
三
〇
〇
〇
、
三
〇
〇

一
の
五
、
三
〇
〇
一
の
八
、
三
〇
〇
一
の
一
二
、
三
〇
一
〇
、
三
〇
一
七
の
二
、
三
〇
一
七
の
四
、

三
〇
一
七
の
五
、
三
〇
一
七
の
六
、
三
〇
一
七
の
八
、
三
〇
一
七
の
九
、
三
〇
一
七
の
一
〇
、
三
〇

三
二
の
四
、
三
〇
三
二
の
五
、
三
〇
三
二
の
六
、
三
〇
三
二
の
七
、
三
〇
三
二
の
九
、
三
〇
三
二
の

一
〇
、
三
〇
三
六
の
二
、
三
〇
三
六
の
四
、
三
〇
三
六
の
五
、
三
〇
三
六
の
六
、
三
一
〇
六
の
三
、

三
一
〇
六
の
四
、
三
一
〇
六
の
五
、
三
一
〇
六
の
六
、
三
一
〇
六
の
七
、
三
一
〇
六
の
八
、
三
一
〇

六
の
九
、
三
一
〇
六
の
一
〇
、
三
一
〇
八
の
二
、
三
一
〇
八
の
四
、
三
一
〇
八
の
五
、
三
一
〇
八
の

六
、
三
一
一
七
の
五
、
三
一
一
七
の
六
、
三
一
一
七
の
七
、
三
一
一
七
の
八
、
三
一
一
七
の
九
、
三

一
二
四
、
三
一
二
五
の
四
、
三
一
二
五
の
五
、
三
一
二
五
の
六
、
三
一
二
五
の
七
、
三
一
二
五
の
八
、

三
一
二
五
の
九
、
三
一
二
五
の
一
一
、
三
一
二
五
の
一
二
、
三
一
三
〇
の
三
、
三
一
三
〇
の
四
、
三

一
三
五
の
一
、
三
一
三
五
の
三
、
三
一
三
五
の
四
、
三
一
三
五
の
六
、
三
一
三
五
の
七
、
三
一
三
五

の
九
、
三
一
三
五
の
一
〇
、
三
一
三
七
の
二
、
並
び
に
字
沼
三
一
七
八
の
三
、
三
一
八
〇
、
三
一
八

〇
の
五
、
三
一
八
五
の
五
、
三
一
八
五
の
六
、
三
一
八
五
の
七
、
三
一
八
五
の
八
、
三
一
八
五
の
九
、

三
一
八
五
の
一
〇
、
三
一
八
六
の
四
、
三
一
八
六
の
五
、
三
一
八
六
の
六
、
三
二
三
七
の
四
、
三
二

三
七
の
五
、
三
二
三
七
の
六
、
三
二
三
七
の
七
、
三
二
三
七
の
九
及
び
三
二
四
四
の
六
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

韮
崎
市
水
神
一
丁
目
三
番
一
号
　
韮
崎
市
土
地
開
発
公
社
　
理
事
長
　
福
田
　
敏
明

そ
　
の
　
他

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
七



山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程
第
一
号

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者

山
梨
県
商
工
労
働
部
長
　
　
丹
　
　
澤
　
　
　
　
　
博

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
六
年
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
学
年
の
項
中
「
六
四
以
上
｜
二
以
上
」
を
「

六
四
｜
　
　
二
」
に
、「
宝
石
加
工
」

「
宝
石
加
工
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ワ
ッ
ク
ス
加
工
二

を
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
ワ
ッ
ク
ス
加
工
二
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
八
四
八
以
上
｜
二

宝
石
加
工
Ｂ
」

Ｃ
Ａ
Ｄ
　
　
　
　
」

七
以
上
」
を
「

八
四
八
｜
　
　
二
七
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号
（
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
）

三

下

一

（
人
事
委
員
会

二
種
（
人
事
委
員
会

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
三
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

二
六
八


